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北桜美会は、北１，２．３丁目の、いわゆる「老人会」です。 

現在、会員数は 223 名です。 

これまでの活動 

・ 会員が、6 年間で、44 名から 223 名と約 5 倍に増えました。 

 

・ 平成 30 年度は平均、月に 11 回行事を行い、月に延 266 名の方たちがい

ずれかの行事に参加しています 

 

・ そして、元気で生き生きした人が増えています 

・ その事例を紹介します 

 

これからの活動（これまでの活動に加えて） 

・ 北集会所 1 階小部屋にサロンを開設します。ここを、お茶したり自由に集

える場所とします。 

 

・ 「健康で長生き」を目指し、勉強会やお話し合いする機会を多く持ちます 

 

・ 「・・・を囲んで」という「懇話会」を始めます。医療、食事、運動、

認知症、介護、死、趣味・・・いろいろの方にお話しいただき、後ワイ

ワイおしゃべりします。 

 

・ 北集会所へ徒歩での往復が難しい方のために、車で送迎します。自宅ま

で迎えに行くのではなく、道路の要所要所で乗降できるようにします。 

 

・ 「近隣を歩こう」を始めます。鹿ノ台周辺で１～４Km 位をゆったり歩い

て後お茶します。 

令和３年２月 

鹿ノ台 北桜美会 
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１．鹿ノ台北地区の街 

 

北桜美会は鹿ノ台北地区（北１，２，３丁目）の老人会の愛称です。昭和 38年に「老人福祉法」によっ

てできた老人クラブ連合会は、日本全国に現在、約１０万を超える、北桜美会のような単位老人会を擁する

大きな組織です。 

 

鹿ノ台北地区

は、人口1824人、

65歳以上が 892

人で高齢化率が

49％という、高齢

者の多い街です。 

北桜美会は、高

齢の方々に、北地区の近隣の人たちお互いが、“繋がり交わる”ための“機会”と“場”を提供すべく活動

しています。お互いに挨拶を交わす、お互いにお話しする機会を増やす、こうして、近隣の人たちが、いわ

ゆる知人、仲間が増えることによって少しでも心豊かになれば、と考えています。 

 

北桜美会では、ずっと続いてきた会員の

減少傾向に危機感を抱き、２０１４年か

ら、会長交代による新体制の下、新たな気

持ちで会員増強運動をスタートさせまし

た。そして、４４名だった会員は、５年後

の２０１８年度には２１６名と、約５倍に

増えました。全国的に会員が減少傾向にあ

るなか、こうして５年間増やし続けてきた

ことは他に例がなく、5 年間に 3 回も全

国老人クラブ連合会 会長特別賞をいただ

きました。 

 

会員が増えてどうなったのでしょうか。 

鹿ノ台北桜美会を生活の楽しみの場とする人が増えています。 

１）いきいきした方が増えています。 

２）マージャン仲間や体操仲間などから新たな仲間が広がっています。サロン（自由な集まり）が増えてい

ます。 

３）行事の前準備や後始末を進んでやる方が増えています。 

４）こうして、行事を開催する会場にも大きなエネルギーが満ちてきます。そのエネルギーが参加した方に

元気を与え、新たな仲間を呼び込んでいるのだと思います。 

 

 次に、北桜美会のこれまでの活動状況をご紹介します。 

 北地区人口 65歳以上 割合 75歳以上 割合 

北 1丁目 769人 374人 49％ 215人 28％ 

北 2丁目 360人 178人 49％ 100人 28％ 

北 3丁目 695人 340人 49％ 175人 25％ 

合計 1,824人 892人 49％ 490人 27％ 

鹿ノ台 7,047 人 2,930 人 41％ 1,579 人 22％ 

 

 

 

 

令和 2 年 12 月 1 日現在 
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１．誕生会 

北桜美会メイン行事の誕生会です。 

１０時～１４時まで、左図のような楽しい催

し、高齢者向けの専門家のお話し、皆で楽し

むゲーム、など楽しいひと時を過ごします。 

これは美空ひばりそっくりショウです。物ま

ねで美空ひばりの歌を歌い、巧みな話術で、

聞く人たちを虜にしてしまいました。観客の

この楽しそうな顔を見てください。こうした

楽しい誕生会を年に３回行います。毎回４０

～50人が参加します。 

２．食事会 

年に２～３回、昼食を食べに行きます。３

０～４０人が参加されるので、バス送迎に

なります。左の例では、会場が楽しい雰囲

気に包まれると、誰かがカラオケで豪州音

頭を歌いました。すると予想外の人たちが

次々出てきて踊りだしました。 

３．健康マージャン 

月に３回行いますが、毎回８～９卓が埋

まります。６０％ほどが、女性の初心者

です。見ていますと、マージャンという

ゲームをおしゃべりで楽しんでいる、と

いった感じです。よくしゃべり、よく笑

います。 

時々、マージャン初心者講習会を行いま

す。 

４．いきいき百歳体操 

アメリカの国立老化研究所が推奨する運

動プログラムで、テレビを見ながら体操

します。今全国的に流行っていて、生駒市

だけでも 80 ｶ所で行われています。毎週

金曜日午後１時３０分から行っていま

す。毎回３０～４０名が参加しています 

 続けてやっていると確かに効果があり

ます。ぜひお勧めです。   
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５．清掃ボランティア 

鹿ノ台のいきいきホール清掃を月に

1回、行っています。だいたい１０人

から１５人が参加します。 

 

清掃の後の１時間ほどお茶しますが、

楽しいおしゃべりが人気です 

この他、北集会所の清掃も、行ってい

ます。 

 

６．折り紙教室 

２０年ほど続いています。月に 1 回

（第 1 火曜日）やっています。最近

若い会員が入って、雰囲気に若さが

入りました。ここで作った作品が、北

桜美会の外でも人気が出、展示会を

すると、多くの方が見に来られ、褒め

ていただきました。 毎回１５人ほ

ど参加します。   

７．クニちゃんサロン 

パンつくりの得意な人（愛称：クニち

ゃん）が、自宅を開放しての、パンを

食べながらの「クニちゃん」サロンで

す。このクニちゃんサロンの楽しい雰

囲気が魅力で入会してくる方も結構

おられます。 

写真の白い机は、あるボランティア

が、クニちゃんサロン用にと、自分で

製作し寄付いただいたものです。 

毎回２５～３０名参加します。 

 年に３回やっています。 

８．金鵄の杜で遊ぼう 

 金鵄の杜で、カラオケ、散策、風呂、

マージャンなど自分の好きなように

遊びます。年に３回、バスの送迎付き

です。 

ただ、今年から、生駒市の方針で金鵄

の杜は閉鎖されます。同じような場所

を探しています。 
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１０．月報 

毎月 月報を発刊し、会員全員に配布

しています。月報には、先月の行事の

様子や今月の行事日程など活動の情

報を掲載しており、この月報が会員を

つなぐ役割を果たしています。 

最近は、“健康長寿”をテーマに、参考

になる情報を提供しています。 

１１．役員会① 

役員会は役員会①と役員会②がありま

す。 

左の写真が役員会①メンバーです。（平

成 30 年撮影）。役員会①は、北桜美会の中

核として、企画・計画・実行の先頭に立

って活動しています。毎月第 3月曜日午

前に役員会を開いています。仲が非常に

良く、雰囲気が和やかな、いわゆる「和」

のチームです。 

９．朝市 

 野菜つくりが趣味の方が、無農薬は

もちろん自然を利用した肥料で育て

た野菜を超廉価で提供していただき

ました。径が２５Cmほどの大きな白

菜や１５Cmほどの大根など、手をか

けてよく育った野菜の味は、格別のも

のでした。R2年度は、15分ほどで完

売しました。 

１２．役員会② 

役員会②は１６名からなる、会のお世話

をする方たちです。月報の配布をはじめ、

場所取り、鍵管理などこまめにお世話し

ていただいています。 

年に 2回集まり、北桜美会の大きな動き

にアイデアや意見を出し合います。写真

は、役員①と役員②合同会議時のもので

す。最近は、役員①②以外でお世話いた

だく方がずいぶん増えています。 
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 生駒市の１００コミ（生駒市複合型コミュニティ支援）（注 1）補助のバックアップも得て、次のように活動

を広げていきます。 

１）気軽に集まれる場所（サロン）の開設。 

２）“健やかな老い”を目指すための運動や勉強。 

 

・ 場所：北集会所 1階小部屋（専用ではなく予約で使用） 

・ 机 2個  椅子 10個 （現在の備品使用？） 

・ テレビ、Wi-Fi（購入できれば設置：100コミ申請） 

・ 棚 （新規購入） 

    用途：① 本棚（こころ、からだ、生活習慣に関する本） 

       ② 湯沸かしポット、紙コップなど 

       ③ コーヒー、紅茶、日本茶 などのパック（50円／杯） 

・ サロンの利用形態 

① オープン日：行事（マージャン、体操）の前後（9回／月） 

② 行事が終わったと、ちょっと立ち寄っておしゃべり 

③ オープン時間は誰でも来て、本を読むなり、おしゃべり 

 

サロン「若研」コーナー  オープン日 オープン時間 １２時３０分～１６時３０分 

 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜 

第１週  折り紙教室   体操１ サロン「…を囲んで」   

第２週  マージャン１   体操２ クニ体操   

第３週   マージャン 2  体操３ サロン「自由」   

第４週     体操４ クニ体操 マージャン 3  

第５週     体操５ 頭の体操（福田）   

No. テーマ名（例） 話者（未交渉） 

１． 薬の正しい服用方法 薬剤師 K様 

２． 95歳を振り返って 北 1 M様 

４． 歯の健康の心構え 北１ M様 

６． 認知症防止策 地包セ K様 

１１． スマホ操作 Q&A（第1～ｎ回） 北 2 S様 

１４． おもしろいお話し 北 1 K様 

１５． 頭の体操 北 3 F様 

１６． リンパ体操 北 3 K様 

２０． 写真撮影入門 北 1 S様 

 

 

・いろんな方にお話しいただき（15～20分）、後、

皆でわいわいおしゃべりします（全 60分）。 

 ・元気で 95歳の Mさんに健康長寿のお話し 

 ・スマホ操作のベテランに聞く 

 ・薬剤師に薬の正しい服用方法を聞く 

 ・リンパを知り健康法を学ぶ 

 ・スマホでの撮影ポイントを学ぶ 

・ ・・・・ 

話者選定は、自薦他薦歓迎 

 

て 

押し入れ 棚 

廊

下 

TV １．北集会所 1階の小部屋に、“サロン「若研」コーナー”を開設 

 

 



7 

 

 

 

歩行で北集会所まで行くことが難しい人のために、車利用を考

えます。下表のように北桜美会の行事のある日だけ運転します。

いきいき街づくり会の送迎システム上で運用します。 

① 自宅訪問ではなく、停留所を５か所ほど設け、決まった時刻

にそこで待って手をあげればよい。帰途もその停留所で降りる。 

② 都度乗車申込不要（ただし最初の乗車登録は必要） 

③ 乗客がない空のときも走る 

④ 満杯の時はピストン運転 

⑤ 具体的な内容は、また追って通知します。 

 

 

人間の運動の基本は歩くことです。このクラブに参加して、歩く習慣を身に

つけていきます。健脚の人はハイキングクラブなどで５Kmとか 10Kmを歩いて

いますが、このクラブは鹿ノ台の近辺の１～4km くらいの短距離を散策し、あとお茶します。ゆったり歩きます。

自然に触れ、季節の移り変わりを感じ、いい空気を吸い、楽しいひと時を過ごすのが狙いです。 

 

 

 

 

 

 

実施日 行事名 往時刻 復時刻 

第 1火曜日 折り紙教室 9時 40分 12時 10分 

第 2火、3水、4土 マージャン 12時 30分 16時 40分 

第 1,2,3,4,5 金 百歳体操 13時 10分 16時 40分 

4/26、9/27,1/24 誕生会 9時 40分 16時 40分 

6/22,11/29、3/8 クニ・サロン 11時 40分 16時 40分 

コース（例） 概要 徒歩距離 

１． オープンガーデン 「若研」コーナー集合→オープンガーデン→いきいきホ

ール交流サロンでお茶→解散 

1.5Km 

２． 光台けいはんなホール いきいきホール集合→光台かいはんなホール→お茶→解

散（バスまたは徒歩で帰宅） 

2.0Km or 

4.0Km 

３． 大学院大学 「若研」コーナー集合→大学院大学→食堂で昼食やお茶

→鹿ノ台 解散 

2.5Km 

４． 鹿畑町巡り 「若研」コーナー→鹿畑（素戔嗚神社、お寺など）いき

いきホールでお茶 

3.0Km 

５． お庭拝見 

お花拝見 

〇〇家のお庭拝見、 

△△家のお花拝見 

1Km 

６． いこいこ健康ウォーク 市老連主催で、幹事が計画をつくる。年に 3回ほど実施 4Km 

３．北集会所への車での送迎 

４．「近隣を歩こう」 

注 1）生駒市の１００コミ（生駒市複合型コミュニティ支援事業） 

生駒市が令和 2年 9月からはじめた「多くの市民が集える集会所や公園の機能を最大限

活用し、地域課題を解決しようとする活動を通して日常的に集える場を設けることに、

補助金を交付する」とした制度に申請し、審査結果合格したもの。令和 2,3,4,5年度が

対象期間。申請代表者は、北 1丁目 自治会長 森田純子 
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